
各グループから出された内容の体系（条例想定の場合） 資料３

Ⅰは作成委員会担当
Ⅱは市民自治グループ担当
Ⅲは議会・行政グループ
Ⅳはコミュニティ・区グループ
Ⅴは制度・しくみグループ

Ⅰ　条例名称⇒公募

Ⅰ　前文⇒
今後作成委員会で起草

○計画の策定・決定、事業の実
施及び評価への参加
○知る権利
○情報発信
○協力してまちづくり

目的

○Ⅱ　参加の原則(P17)
○Ⅲ　市政運営の原則(P21)
Ⅳ　（区政運営の原則(P34)）
○情報共有の原則(P39)
○Ⅱ　協働の原則(P18)

自治基本条例の原則

Ⅱ　参加の原則(P17)

○市民自治の原則
○パートナーシップ推進の原則
○議会等の専門性・市民の利益
確保の原則
○情報開示、情報共有、説明責
任、応答責任等の原則

Ⅲ　市政運営の原則(P21)

○知る権利

Ⅴ　情報共有の原則（P39)
○公共の利益に資する活動
○協働事業を推進する制度創設
○協働事業の提案制度創設
○協働する事業者優先の原則

Ⅱ　協働の原則（P18)

○市民の定義(P16)
・川崎市に暮らし、働き、学び、活動する全ての人

Ⅱ　定義

○信託原則(P20)
・市政の信託
・信託の取り消し
・信託に基づく宣誓

Ⅲ　前提（信託）

○議会の役割と責任(P22)
○議員の役割と責任(P22)
○議会運営(P23)

Ⅲ　議会運営（P22)

○ともに担う公共の創造(P19)
・市民社会の問題解決への協力
・公共の利益に資する活動への責務と役割
・公共を創造するための条例策定

理念

○市長その他の執行機関の役割と責
任(P24)
○行政組織の在り方(P25)
○職員の役割と責任(P26)
○計画的な行政運営(P26)
○国や他の自治体(P27)

Ⅲ　市長・行政（P24)

○コミュニティの役割(P29)
○コミュニティの運営(P29)

Ⅳ　自治とコミュニティ(P29)

○開かれた区役所
○区民と区役所の協働
○区役所と関係部局の連携

Ⅳ　区政運営の原則
( )

○区役所の役割
・安心のまちづくり、サービス向上
○区役所の組織運営
・開かれたわかりやすい組織運営
・職員の親切な対応、協働の円滑な推
進や職務知識の豊富化
・区財政運営の原則

Ⅳ　区役所（P34)

○自発的な活動(P24)
○自由な意思にもとづく参加(P29)

自治とコミュニティの原則(P29) ○健全財政運営
○開かれた財政運営の原則
○財政運営における参加の原則

Ⅴ　財政運営の原則(P48)
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○区民ニーズの把握
○区役所権限強化
○区民会議

Ⅳ　区役所を機能させるしくみ（P36)市
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○計画の策定・決定、事業の実
施及び評価への参加

Ⅱ　参加(P17)

○協働事業を推進する制度創設
○協働事業の提案制度創設
○協働する事業者優先

Ⅱ　協働事業（P18)
○情報共有の基本
的な枠組み

Ⅴ　情報(P39)

○一般原則
○パブリックコメント

Ⅴ　広聴のしくみ(P43)

○住民投票制度

Ⅴ　住民投票制度

○オンブズマン制度

Ⅴ　権利の救済(P46)

○評価制度

Ⅴ　評価(P47)

○公開
○参加
○適正な財産管理

Ⅴ　財政運営(P48)
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○市民の権利(P16)
・自治権、平和的生存権、環境権、
参加する権利、知る権利
○市民の責務(P17)
・発言への責任、自由と人格の尊
重、環境の保全

Ⅱ　市民

○最高規範性
Ⅰ　条例の位置付け（P12)

○設置規定

Ⅰ　市民自治推進組織の設置(P12)
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